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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第３四半期 76,926 12.6 1,762 16.4 1,852 20.0 1,136 10.5 

29年３月期第３四半期 68,348 2.2 1,514 △1.6 1,544 △1.8 1,028 0.2 
 
（注）包括利益 30年３月期第３四半期 1,225 百万円 （10.8％）   29年３月期第３四半期 1,105 百万円 （10.9％） 
 

 
１株当たり 

 四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第３四半期 115.20 － 

29年３月期第３四半期 104.28 － 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第３四半期 56,579 13,125 23.2 1,330.99 

29年３月期 52,052 12,156 23.4 1,232.74 
 
（参考）自己資本 30年３月期第３四半期 13,125 百万円   29年３月期 12,156 百万円 
 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 26.00 26.00 

30年３月期 － 0.00 －     

30年３月期（予想）       31.00 31.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

配当予想の修正については、本日（平成30年１月30日）公表いたしました「配当予想の修正（創業420周年記念配

当）に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 101,351 9.2 2,039 3.6 2,109 5.8 1,259 △6.3 127.71 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）            、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期３Ｑ 9,861,500 株 29年３月期 9,861,500 株 

②  期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 48 株 29年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 9,861,490 株 29年３月期３Ｑ 9,861,500 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善が続き、設備投資に持ち直し

の動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、国内の個人消費の伸びが依然として力強

さに欠けるほか、海外においては、米国の政策動向や欧州の政治情勢の不安定さに加え、北東アジアにおける地

政学的リスクの高まりなど、国内景気の先行きについては様々な懸念材料が内在しており、不透明な状況が続い

ております。 

 当社グループが関係する事業環境のうち小売流通市場では、個人消費が緩やかに持ち直しの動きがみられる一

方で、消費者の節約志向は依然として続いており、日常消費に対するマインドは慎重な状態が続いております。

加えて、天候不順に起因する仕入価格の高騰、労働力人口の減少を背景とした人件費上昇や業種・業態を超えた

販売競争の激化など、依然として厳しい事業環境が続いております。 

 建設市場では、公共投資、民間投資共に建設需要は概ね底堅く、受注環境は総じて良好に推移いたしました。 

一方、堅調な受注環境を背景とした選別受注や工事代金の高騰に伴い、入札不調や工事規模・仕様の見直し、発

注延期が発生するなど、注視が必要な事業環境となっております。

 貿易事業の主力事業である医薬品市場では、政府が社会保障費の一層の抑制を図るべく、後発医薬品（ジェネ

リック医薬品）の使用割合を80％まで早期に達成する方針を示すなど、市場全体を抑制する施策が推進されてお

ります。加えて、製品の安定供給の観点から製薬メーカーが医薬品原料の複数購買化を進めるなど、市場におけ

る企業間の競争は激しさを増しており、厳しい事業環境となっております。 

 このような状況下におきまして、当社グループは、「自然との共生」をビジョンとして、自然と共に暮らす

「Green Life」を主軸に、「環境にやさしい安全な暮らし」、「自然な彩りを楽しむ暮らし」、「自然の恵みで

元気な暮らし」の３つのLifeを追求すると共に、持株会社である当社を中核として、ＩＴ化の更なる推進や働き

方変革等による収益力の向上に努め、各事業会社が顧客・マーケットに適合した事業展開を積極的に推進してま

いりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は769億26百万円（前年同四半期比12.6％増）、営

業利益は17億62百万円（同16.4％増）、経常利益は18億52百万円（同20.0％増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は11億36百万円（同10.5％増）となりました。

 

 セグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

（スーパーセンター事業）

 スーパーセンター事業では、前期に株式会社綿半Jマートを取得したことが大きく寄与したことに加え、ＥＤ

ＬＰ（エブリデー・ロー・プライス）戦略が奏功し、前年同期比で増収増益となりました。

 平成29年１月に設立した共同仕入会社「綿半パートナーズ」を軸に、グループ共同仕入による原価低減や物流

拠点の集約を図るなど、ＥＤＬＣ（エブリデー・ロー・コスト）戦略を推進する一方、コスト削減効果の一部を

売価に反映してお客様に還元するなど、営業力強化に努めました。

 一方、第２四半期までの業績を勘案して、採算が厳しい都内３店舗の見直しを当第３四半期に実施し、国分寺

店・東村山店（旧久米川店）は収益力の高い都市型スーパーセンターのモデルとして食品・ガーデニングを強化

した店舗にリニューアルするとともに、老朽化が著しかった三鷹店を閉店するなど、構造改革による収益力向上

にも取り組みました。

 また、時代の変化に対応するため、グループ内に複数あったＥＣサイトを統合してＩＴ化の更なる推進を図る

とともに、リアル店舗の存在価値を向上させる施策として、店内にコミュニケーションスペースを設置するなど

滞在型の店舗作りにも積極的に取り組んでまいりました。

 これらの結果、売上高は523億33百万円（同20.9％増）、セグメント利益は14億12百万円（同35.1％増）とな

りました。

 ※ＥＤＬＰ戦略とは

特売期間を設定せず、年間を通して各商品を低価格でお客様に提供する価格戦略です。

商品仕入や店舗オペレーションにかかるコストを抑えることで、地域一番の安さを実現し、お客様に「いつで

もお得」と感じて安心してご購入いただける価格を提供することにより、常にお客様に愛され支持され続ける

店舗づくりを推進しております。
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（建設事業） 

 建設事業では、一部の大型工事物件の工事進捗が、前工程の遅れや天候不順などの影響で遅延したことによ

り、前年同期比では減収減益に留まりましたが、受注は順調に推移しており、受注残は前年同期比46.0％増とな

っております。

 施策面では、グループビジョンとして掲げている「自然との共生」の実現に向けて、「Green」を取り入れた

暮らしを推進するため、建物とガーデンを一体で企画・デザイン、施工から維持メンテナンスまでをトータル提

案するなど、付加価値の向上に努めてまいりました。また、業界で初めて国土交通大臣より認定を受けた６層７

段の大型立体駐車場工事を受注するなど、独自の技術力を活かした提案力に磨きをかけるとともに、モバイル端

末を導入するなど労働生産性を向上させる取り組みや、採算性を重視した上での選別受注の徹底を図るなど、利

益確保に向けた施策を推進してまいりました。

 これらの結果、売上高は210億26百万円（同3.9％減）、セグメント利益は６億57百万円（同16.6％減）となり

ました。

 

（貿易事業）

 貿易事業では、平成29年４月に当社グループの貿易関連事業の再編成を行い、収益力向上に向けた体制整備を

推進するとともに、「取扱い原薬数を倍にする体制整備」「自然派・オーガニック商品の拡販」「海外仕入先の

拡大」を重点施策として、新原料の市場への投入準備を積極的に進めるなど、収益確保に努めてまいりました。 

なお、前年同期は円高基調で、為替変動の影響が利益を押し上げていたため、前期との比較においては減益とな

っております。

 これらの結果、売上高は33億58百万円（同13.5％増）、セグメント利益は４億８百万円（同9.1％減）となり

ました。

 

（その他） 

 売上高は２億８百万円（同1.3％増）、セグメント利益は87百万円（同15.4％増）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ、45億27百万円増加し、565億79百万円（前

期末比8.7％増）となりました。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ50億35百万円増加し、303億79百万円（同19.9％増）となりました。主

な要因は、現金及び預金が44億40百万円、売掛金及び受取手形が９億97百万円増加したこと等によるものであり

ます。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ５億８百万円減少し、261億99百万円（同1.9％減）となりました。主な

要因は、土地が３億89百万円増加した一方、建物及び構築物が４億10百万円減少したこと等によるものでありま

す。

 当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前連結会計年度末に比べ35億58百万円増加し、434億54百万円

（同8.9％増）となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金が69億66百万円、長期借入金が９億16百万円増

加した一方、短期借入金が43億30百万円減少したこと等によるものであります。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ９億68百万円増加し、131億25百万

円（同8.0％増）となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益により11億36百万円増加した

一方、剰余金の配当により２億56百万円減少したこと等によるものであります。

 この結果、自己資本比率は23.2％（前連結会計年度末は23.4％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因に

より、予想数値と異なる可能性があります。なお、平成29年５月12日の「平成29年３月期 決算短信」で公表しま

した通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成29年12月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,316,920 7,756,986 

受取手形及び売掛金 11,632,514 12,630,138 

商品及び製品 7,725,016 7,556,845 

仕掛品 227,359 282,276 

原材料及び貯蔵品 925,023 786,965 

その他 1,521,942 1,371,209 

貸倒引当金 △4,076 △4,431 

流動資産合計 25,344,700 30,379,990 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,365,063 10,954,401 

土地 7,929,614 8,318,796 

その他（純額） 1,459,858 1,525,417 

有形固定資産合計 20,754,536 20,798,616 

無形固定資産    

のれん 956,029 820,539 

その他 895,636 528,959 

無形固定資産合計 1,851,665 1,349,499 

投資その他の資産    

その他 4,332,262 4,282,440 

貸倒引当金 △230,440 △230,791 

投資その他の資産合計 4,101,822 4,051,649 

固定資産合計 26,708,024 26,199,764 

資産合計 52,052,725 56,579,755 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成29年12月31日） 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 14,631,774 21,598,354 

短期借入金 7,523,708 3,193,483 

未払法人税等 154,775 171,266 

賞与引当金 544,074 323,833 

工事損失引当金 7,271 3,115 

完成工事補償引当金 26,170 21,123 

その他 3,148,926 3,314,104 

流動負債合計 26,036,701 28,625,280 

固定負債    

長期借入金 9,622,322 10,538,473 

退職給付に係る負債 2,053,282 2,162,697 

資産除去債務 1,302,462 1,316,662 

その他 881,323 811,139 

固定負債合計 13,859,389 14,828,972 

負債合計 39,896,091 43,454,252 

純資産の部    

株主資本    

資本金 951,404 951,404 

資本剰余金 556,204 556,204 

利益剰余金 10,258,126 11,137,731 

自己株式 － △123 

株主資本合計 11,765,734 12,645,216 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 376,946 493,742 

繰延ヘッジ損益 △3,464 2,999 

退職給付に係る調整累計額 17,418 △16,454 

その他の包括利益累計額合計 390,900 480,286 

純資産合計 12,156,634 13,125,503 

負債純資産合計 52,052,725 56,579,755 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 68,348,878 76,926,888 

売上原価 54,735,300 60,668,654 

売上総利益 13,613,577 16,258,233 

販売費及び一般管理費 12,099,334 14,495,492 

営業利益 1,514,243 1,762,740 

営業外収益    

受取利息 2,177 2,258 

受取配当金 32,656 40,924 

受取補償金 28,416 37,809 

その他 85,023 112,129 

営業外収益合計 148,273 193,121 

営業外費用    

支払利息 108,053 87,705 

その他 10,392 15,940 

営業外費用合計 118,445 103,645 

経常利益 1,544,070 1,852,217 

特別利益    

固定資産売却益 494 13,184 

投資有価証券売却益 18,610 1 

特別利益合計 19,104 13,185 

特別損失    

固定資産除売却損 350 8,933 

減損損失 5,329 － 

投資有価証券評価損 11,701 6,377 

事業整理損 2,727 － 

事務所移転費用 － 18,278 

店舗閉鎖損失 － 23,021 

その他 194 － 

特別損失合計 20,304 56,610 

税金等調整前四半期純利益 1,542,871 1,808,791 

法人税、住民税及び事業税 280,078 574,534 

法人税等調整額 234,387 98,253 

法人税等合計 514,466 672,787 

四半期純利益 1,028,404 1,136,003 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,028,404 1,136,003 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 1,028,404 1,136,003 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 135,235 116,796 

繰延ヘッジ損益 4,597 6,463 

退職給付に係る調整額 △62,439 △33,873 

その他の包括利益合計 77,392 89,386 

四半期包括利益 1,105,797 1,225,390 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,105,797 1,225,390 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

スーパーセンタ 
ー事業 

建設事業 貿易事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 43,294,349 21,888,707 2,959,827 68,142,884 205,994 68,348,878 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
5,312 239,759 － 245,072 － 245,072 

計 43,299,661 22,128,467 2,959,827 68,387,956 205,994 68,593,951 

セグメント利益 1,045,274 788,857 448,931 2,283,063 75,466 2,358,529 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 （子会社の取得による資産の著しい増加） 

 当第３四半期連結会計期間において、株式会社Ｊマート（現「株式会社綿半Ｊマート」）株式を取得し、連結の範囲に

含めたことにより、前連結会計年度の末日に比べ、「スーパーセンター事業」のセグメント資産が7,936,057千円増加し

ております。 

 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 
 

利益 金額 

報告セグメント計 2,283,063 

「その他」の区分の利益 75,466 

セグメント間取引消去 5,295 

全社費用（注） △849,581 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,514,243 

 （注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費となっております。 
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

（単位:千円）

 
スーパーセン

ター事業
建設事業 貿易事業 計 その他 全社・消去 合計

減損損失 － 5,329 － 5,329 － － 5,329

 

（のれんの金額の重要な変動）

 「スーパーセンター事業」において、平成28年11月４日付で株式会社Ｊマート（現「株式会社綿半Ｊマー

ト」）の全株式を取得したことから、のれんの金額に重要な変動が生じております。なお、当該事象による

のれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては660,629千円であります。 

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

スーパーセンタ 
ー事業 

建設事業 貿易事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 52,333,337 21,026,588 3,358,206 76,718,132 208,756 76,926,888 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
4,924 84,349 36,419 125,692 － 125,692 

計 52,338,261 21,110,937 3,394,625 76,843,824 208,756 77,052,580 

セグメント利益 1,412,524 657,907 408,057 2,478,489 87,107 2,565,596 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 
 

利益 金額 

報告セグメント計 2,478,489 

「その他」の区分の利益 87,107 

セグメント間取引消去 1,761 

全社費用（注） △804,617 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,762,740 

 （注） 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費となっております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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